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デジタル⽥園都市国家構想の実現に向けた柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の策定について

■これまでの経緯
・2014年5⽉ ⽇本創⽣会議が「消滅可能性都市」公表
東京⼀極集中の流れに⻭⽌めがかからずに推移した場合、若年（20〜39歳）
⼥性⼈⼝が2040年に5割以上減少する市町村は全国1,799のうち896にのぼり、
「多くの市町村は将来消滅するおそれがある」と試算

・2014年11⽉〜12⽉ まち・ひと・しごと創⽣法施⾏
出⽣率の低下によって引き起こされる⼈⼝の減少に⻭⽌めをかけるととともに、
東京圏への⼈⼝の過度の集中を是正し、それぞれの地域で住みよい環境を確保
して、将来にわたって活⼒ある⽇本社会を維持することを⽬的とする。

・2019年12⽉ 「まち・ひと・しごと創⽣⻑期ビジョン（令和元年改
訂版）」及び第2期「まち・ひと・しごと創⽣総合戦略」を決定

・2020年12⽉  第2期「まち・ひと・しごと創⽣総合戦略」（2020改訂
版）を決定

○2016年3⽉「まち・ひと・しごと創⽣⼈⼝ビジョン」及び
「柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略」を策定

○2021年3⽉
第2期「柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略」を策定

「まち・ひと・しごと創⽣⻑期ビジョン」
「まち・ひと・しごと創⽣総合戦略」を閣議決定

【主な取組の⽅向性】
・東京⼀極集中の是正に向けた取組の強化
①地⽅への移住・定着の促進、②地⽅とのつながりを強化（関係⼈⼝の創出・拡⼤等）
・まち・ひと・しごと創⽣の横断的な⽬標に基づく施策の推進
①多様な⼈材の活躍を推進する、②新しい時代の流れを⼒にする（地域におけるSociety 5.0の推進）

【新型コロナウイルス感染症を踏まえた今後の地⽅創⽣の取組の⽅向性】
・感染症による意識・⾏動変容を踏まえた地⽅へのひと・しごとの流れの創出
テレワークの普及と地⽅への関⼼の⾼まり、地⽅へのひとの流れ、企業の意識・⾏動変容
・各地域の特⾊を踏まえた⾃主的・主体的な取組の促進

ひとの創⽣

基本⽅針 基本⽬標

⼦育て環境ナンバーワンのまち
かしわら

働きやすいまち かしわら

住んでみたい、住み続けたいまち
かしわら

暮らしやすいまち かしわら

基本⽬標（国）

地⽅における安定した雇⽤を創出
する

地⽅への新しいひとの流れをつくる

若い世代の結婚・出産・⼦育ての
希望をかなえる

しごとの創⽣

まちの創⽣
時代にあった地域をつくり、安⼼な
くらしを守るとともに、地域と地域
を連携する

柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略

第１期

第２期



デジタル⽥園都市国家構想を踏まえた柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の改訂について



デジタル⽥園都市国家構想を踏まえた柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の改訂について

まちの将来像

基本⽅針

基本⽬標

選ばれるまち柏原
〜豊かな⾃然 伝統ある産業 歴史・⽂化、教育みんな笑顔で住みよい 柏笑〜

「親世代」から「⼦ども世代」、「孫世代」へとつなぐ、
三世代がよりそう まちづくり

〜三世代の絆や家族の⼤切さを深め、柏原市に産まれて良かった、住み続けたいと思えるくらしを実現〜

基本⽬標１ ⼦育て環境ナンバーワンのまち かしわら

基本⽬標２ 働きやすいまち かしわら

基本⽬標３ 住んでみたい、住み続けたいまち かしわら

基本⽬標４ 暮らしやすいまち かしわら

■将来の⽅向性

■基本視点

■出⽣率の向上と市外への転出抑制により⼈⼝減少に⻭⽌めをかけ、⼈⼝規模の安定と⼈⼝の構造の改善を
図ります。
■地域の外から稼ぐ⼒を⾼めるとともに、地域内経済循環を図ります。
■関係⼈⼝創出の取組により、まちづくりの担い⼿不⾜の改善を図ります。

①結婚、⼦育て、教育など⼦育て世代の⽀援
②若者を中⼼とした⽣産年齢⼈⼝の流出抑制
③地域資源を活⽤した地域活性化



・第1期では、基本⽅針に基づく3つの戦略の柱を位置づけ、4つの基本⽬標を設定。各⽬標に掲げた数値⽬標の達成状況は以下のとおり。

基本⽬標 指標（基準値） 数値⽬標 現在値

①⼦育て環境ナンバーワンのまち かしわら
⼦育て⽀援の満⾜度（3.24） 3.66 3.41

教育指導の満⾜度（2.95） 3.53 2.98

②働きやすいまち かしわら 若者の市内雇⽤者数の割合（28.2%） 33.1% 29.1%

③住んでみたい、住み続けたいまち かしわら

「住み続けたい」と答える⼈の割合（66.6%） 81.7% 84%

市内への転⼊者（2,163⼈） 2,260⼈ 2,267⼈

市外への転出者（2,534⼈） 2,407⼈ 2,556⼈

④暮らしやすいまち かしわら
「住みやすい（暮らしやすい）と答える⼈の割合」（27.7%） 37.7% 28%

健康づくりにおける満⾜度（3.51） 3.72 3.53

・２つの⽬標の達成に加え、ほとんどの項⽬で、基準値（戦略策定時）より改善されたが、市外への転出者の項⽬のみ、基準値より数値が悪化した。

■第１期総合戦略の検証

基本⽬標の達成状況

デジタル⽥園都市国家構想を踏まえた柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の改訂について



柏原市の年代別転出⼊状況

・2010年→2015年にかけて20〜24歳→25〜29歳・ 25〜29歳→30〜34歳の転出超過が多い。

（20〜24歳→25〜29歳） （25〜29歳→30〜34歳）

デジタル⽥園都市国家構想を踏まえた柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の改訂について



男性 ⼥性

性別・年齢階級別の転出者移動

デジタル⽥園都市国家構想を踏まえた柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の改訂について



【交流⼈⼝】

【関係⼈⼝】

【定住⼈⼝】

・ほとんど関わりがない者

・地域内にルーツがある者（近居・遠距）
・何らかの関わりがある者（過去の勤務や居住など）

観光施策

・現に柏原市に居住している者

シティプロモーション

ワーケーションの取組ふるさと納税

シビックプライドの醸成

⼤学との連携強化

・国⼟交通省⼤和川河川事務所
・公益財団法⼈ ⼤阪観光局

・奈良県 ⾹芝市 王寺町 三郷町

・コワーキングスペース運営者
・ふるさと納税寄付者

・⼤学⽣（市内在住）

・在勤者

・⼤阪府

【ステークホルダー】

【ステークホルダー】

【ステークホルダー】

地域との関わり
地域への想い

強

弱

・⼤学⽣（市外在住）
転出を抑制する取組

定住（市内に転居）してもらう取組

デジタル⽥園都市国家構想を踏まえた柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の改訂について



デジタル⽥園都市国家構想を踏まえた柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の改訂について

⻲の瀬トンネル プロジェクションマップング

⽇本遺産PR商品「⻲の甲羅（コーラ）」

⽇本遺産ブランド認定お⼟産品」
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デジタル⽥園都市国家構想を踏まえた柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の改訂について



名 称：ロハスパーク⼤阪柏原
開催⽇程：令和4年5⽉21⽇、22⽇ 令和4年9⽉10⽇、11⽇ 令和5年4⽉15⽇、16⽇ 令和5年9⽉30⽇、10⽉1⽇
関係（協⼒）団体：ロハスパーク⼤阪柏原実⾏委員会、柏原市マイクロツーリズム推進協議会、国⼟交通省⼤和川河川事務所、⼤阪府、⼤阪教育⼤学

■当⽇の様⼦
会場全体写真

・クラフト雑貨やキッチンカーによる飲⾷販売を中⼼に開催されているロハスパークを誘致。
・柏原市の⾊を出すため、⽔上アクティビティを当該イベントのコンテンツとして提供。
・市及び教育委員会が後援していることから、告知協⼒として、市内の幼稚園、保育所、⼩・中学校全⽣徒向けにチラシを配布。
・新型コロナウイルス感染症による影響で様々なイベントが中⽌されてきたため、河川敷における久しぶりの開催かつ100店舗を超える出展者が集まる⼤規模のイベントで
あったことから両⽇ともに多くの⽅に来場していただいた。
・⽔上アクティビティ、飲⾷販売の多くで、売り切れが続出するなど出展者の収益性が⾼いことが確認できた。また主催者も収益性が⾼いことから出展者を確保しやすいた
め、５⽉の開催後すぐに次回開催が決定した。
・2回⽬の開催では、約130店舗の出展者が集まり、より⼤規模になった。また、夏場の開催ということを活かすべく⽔鉄砲サバイバルゲームを実施。（企画提案、運営は⼤
阪教育⼤学の学⽣が中⼼）
・良い成果が多く⾒られた⼀⽅、⽇除けが少なく熱中症の⽅が出たことや、警察からは渋滞への対応が求められた。（※渋滞に関しては、イベント開催に関わらず週末は市
役所前での渋滞が⾒られるため、必ずしも当該イベントが原因かは不明。）

■概要・経過等

⽔鉄砲サバイバルゲーム ⽔上アクティビティ 来場した⼦供達の様⼦

デジタル⽥園都市国家構想を踏まえた柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の改訂について

【社会実験（⼀部紹介）】



名 称：チアファミリーフェスタ
開催⽇程：令和5年3⽉19⽇
関係（協⼒）団体：柏原市マイクロツーリズム推進協議会、キッチンカーマルシェ協会、カンカラカン・・他

■当⽇の様⼦
ステージプログラム

・市内事業者が主催者として実施した初めての社会実験
・ステージプログラムの実施により、来場者の滞在時間が⻑くできたことから、出展者（物販、キッチンカー）の売上が好調であった。
・会場警備について、来場者⽤の駐⾞場、駐輪場、河川敷堤防沿い、花⽕実施時の河川敷（対岸含む）など相当数を配置する必要があったが、ボランティアの協⼒もあり⼤
きなトラブルはなかった。
・花⽕の実施は、警察・消防からの指導が厳しいため、草刈り等の会場整備、当⽇の警備など、事前の準備に相当の期間と労⼒が必要。
・モニター付き⾞両をステージ横に配置したことで、出展者のブース紹介やステージプログラムの案内など効果的であった。
・アルコール飲料の提供を⾏ったが、トイレ不⾜の問題はなかった。
・イベント運営を⽣業とする事業者がいない状況でも無事成功することができたため、当該イベントをモデルケースに他の市内事業者等でイベント意向のある事業者に横展
開することで市内事業者の活性化に繋げていきたい。

■概要・経過等

会場の様⼦ キッズバイク試乗体験 花⽕（フィナーレ）
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【社会実験（⼀部紹介）】
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デジタル⽥園都市国家構想を踏まえた柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の改訂について



■改訂のポイント

デジタル⽥園都市国家構想を踏まえた柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の改訂について



第２期柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略 策定⽅針（案）

・経緯
・デジタル⽥園都市国家構想総合戦略の概要
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地域ビジョン（地域が⽬指すべき理想像）
・地域の個性や魅⼒を⽣かした地域ビジョンを再構築

デジタル⽥園都市国家構想を踏まえた柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の改訂について



※参考 直近の⼈⼝（令和５年１１⽉末現
在）
区分 ⼈ 率（%）

0〜14歳 7,124 10.65

15〜64歳 39,660 59.28

65歳以上 20,116 30.07

デジタル⽥園都市国家構想を踏まえた柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の改訂について
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デジタル⽥園都市国家構想を踏まえた柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の改訂について



転⼊・転出者数の推移

デジタル⽥園都市国家構想を踏まえた柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の改訂について



【参考】 合計特殊出⽣率・・・「15〜49歳までの⼥性の年齢別出⽣率を合計したもの」

・2022年の全国の
出⽣数は、過去最
⼩の77万747⼈。

出⽣数と合計特殊出⽣率の推移

デジタル⽥園都市国家構想を踏まえた柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の改訂について



デジタル⽥園都市国家構想を踏まえた柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の改訂について



・2015年と2045年を⽐較すると、⾼齢者（75歳以上）の割合が⼤幅に増加する⼀⽅、⽣産年齢⼈⼝の割合は、⼤幅に減少する。

⼈⼝構造

デジタル⽥園都市国家構想を踏まえた柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の改訂について



柏原市の年代別転出⼊状況

・2010年→2015年にかけて20〜24歳→25〜29歳・ 25〜29歳→30〜34歳の転出超過が多い。

（20〜24歳→25〜29歳） （25〜29歳→30〜34歳）

デジタル⽥園都市国家構想を踏まえた柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の改訂について



男性 ⼥性

性別・年齢階級別の転出者移動

デジタル⽥園都市国家構想を踏まえた柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の改訂について
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デジタル⽥園都市国家構想を踏まえた柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の改訂について



オンライン健康教室 【健康】
・健康寿命の延伸
・地域コミュニティの活性化

スマホ教室 【⾼齢者福祉】
・デジタルデバイド対策

デジタル図書館 【教育】
・読書機械の拡充
・⾳声読み上げ等の読書困難者対策

バスロケーションシステム 【公共交通】
・利便性の向上

登園管理システム 【⼦育て⽀援】
・職員の負担軽減

各種⼿続きのオンライン化 【市政運営】
・窓⼝サービス等の充実
・スマホアプリによる情報発信

デジタルの⼒を活⽤した社会課題の解決

デジタル⽥園都市国家構想を踏まえた柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の改訂について



まちの将来像

基本⽅針

基本⽬標

選ばれるまち柏原
〜豊かな⾃然 伝統ある産業 歴史・⽂化、教育みんな笑顔で住みよい 柏笑〜

「親世代」から「⼦ども世代」、「孫世代」へとつなぐ、
三世代がよりそう まちづくり

〜三世代の絆や家族の⼤切さを深め、柏原市に産まれて良かった、住み続けたいと思えるくらしを実現〜

基本⽬標１ ⼦育て環境ナンバーワンのまち かしわら

基本⽬標２ 働きやすいまち かしわら

基本⽬標３ 住んでみたい、住み続けたいまち かしわら

基本⽬標４ 暮らしやすいまち かしわら

■将来の⽅向性

■基本視点

■出⽣率の向上と市外への転出抑制により⼈⼝減少に⻭⽌めをかけ、⼈⼝規模の安定と⼈⼝の構造の改善を
図ります。
■地域の外から稼ぐ⼒を⾼めるとともに、地域内経済循環を図ります。
■関係⼈⼝創出の取組により、まちづくりの担い⼿不⾜の改善を図ります。

①結婚、⼦育て、教育など⼦育て世代の⽀援
②若者を中⼼とした⽣産年齢⼈⼝の流出抑制
③地域資源を活⽤した地域活性化

デジタル⽥園都市国家構想の考え⽅を追記

デジタル⽥園都市国家構想を踏まえた柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の改訂について



第5次総合計画との整合性

・総合戦略は、総合計画に掲げるまちづくり分野毎の取組みと総合戦略で定める政策プランの整合を図り、
⼀体となって地⽅創⽣を推進することとしています。

計画期間
・２０２４（令和６）年度から２０２５（令和７）年度までの２年間とします。
※第５次柏原市総合計画の前期基本計画と同じ計画期間になります。

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

基本
構想

基本
計画

総合
戦略

デジ
タル
⽥園

１０年間

前期計画（５年間） 後期計画（５年間）

第２期計画期間（５年間 ※当初）

【出典】第５次柏原市総合計画 基本構想⼀部抜粋

■計画期間・総合計画との整合性

２年間

・2025年の後期計画策定に際し、あらためて市の現状を分析し、改訂予定。

デジタル⽥園都市国家構想を踏まえた柏原市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略の改訂について


